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手にとった瞬間､キミは驚くはず。

その翼のような軽さとしなやかさに。

１９でも軽くするために､あらゆる素材を

厳選し構造を何度も検証し

そして遂に､軽量でありながら

優れたクッション性と包み込む

ようなフィット感を実現させた。

夢は必ず叶うと信じるための1足。

ウエーブホープネオ

希望という名の翼､新登場。
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女子Ｕ－１Ｓチームアジアを制す

－ＦＩＢＡアジアＵ－１８女子

バスケットボール選手権大会優勝一一

[編集部］

平成２０年１１月２日から９日まで、インドネシアのメダン市で開催された上記大会におい

て、Ｕ－１８女子日本代表チームが決勝で中国を破って優勝した。ここのところあまりいい話

題が無かった日本バスケット界にもたらした、明るい話題である。

以下大会出場チームと日本代表チーム、戦績についてご紹介する。

［出場チーム］

レベルＩ

中国日本韓国チャイニーズ・タイペイマレーシアインド

レベルⅡ

インドネシアタイフィリピンシンガポールホンコン・チャイナカザフスタン

[日本代表チーム］

主なスタッフ

チームリプリゼンティブ

スーパーバイザー

ヘッドコーチ

アシスタントコーチ

アシスタントコーチ

選手

ＮＣ 氏名 Ｐ

４ 伊藤恭子 PＧ

５ 岡本彩也花 PＧ

６ 阿部雪音 SＧ

７ 大沼美咲 SＦ

８ 間宮佑圭 Ｃ

９ 淀野潮里 SＧ

1０ 元山夏菜 SＦ

1１ 涜口京子 PＦ

1２ 山本千夏 SＦ

1３ 水島沙紀 SＧ

1４ 篠原恵 Ｃ

1５ 渡嘉敷来夢 PＦ

平均

氏名 所属

諸山文彦 日本協会理事

講武達雄 神奈川県立旭高校

一色建志 聖カタリナ女子高校

林慎一郎 福井県立足羽高校

渡避勝也 札幌山の手高校

身長 年齢 所属

(c､）

1６１ 1８ デンソーアイリス

160 1７ 桜花学園高校２年

170 1７ 聖カタリナ女子高校３年

176 1８ 山形市立商業高校３年

183 1８ 東京成徳大学高校３年

170 1８ 土浦日本大学高校３年

1８１ 1８ 昭和学院高校３年

1８１ 1８ 聖カタリナ女子高校３年

175 1７ 東京成徳大学高校２年

168 1７ 桜花学園高校２年

184 1７ 東京成徳大学高校２年

1９１ 1７ 桜花学園高校２年

175

Ｐ一ポジション：ＰＧ－ポイントガード、ＳＧ－シューティングガード、

ＳＦ一スモールフォワード、ＰＦ－パワーフォワード、Ｃ一センター

年齢、所属は平成20年１１月１０日現在

３



[試合結果］

予選ラウンド

１１月２日（日）

１１月３日（月）

１１月４日（火）

１１月５日（水）

１１月６日（木）

日本９６－６７チャイニーズ・タイペイ

日本９０－５０マレーシア

日本７８－６５韓国

日本１１１－３４インド

日本８７－７１中国

以上レベルＩにおける予選リーグの結果、全勝で１位となり予選リーグ上位４チームによる
決勝トーナメントへ進出した。

準決勝

１１月７日（金）

日本９０－５３チャイニーズ・タイペイ

日本は決勝進出と２００９年に開催されるＵ－１９世界選手権出場獲得をかけ、予選リーグ４
位のチャイニーズ・タイペイと対戦。相手を寄せ付けず圧倒的な勝利を収めた。

第１ピリオド、試合開始直後、洲阿部の速攻が決まった日本は、さらに阿部の３Ｐシュート、
#１５渡嘉敷のゴール下シュートなどで先行する。チャイニーズ・タイペイは攻め手を欠き得点
が伸びない。日本は２２－１２で第１ピリオド終了。

第２ピリオド､日本は#１４篠原の連続得点などでこのピリオドも主導権を握る｡渡嘉敷の速攻、
#１０元山のドライブインなど波状攻撃を仕掛け、守っては相手の得点を８点に抑えて、日本
４８－２０の２８点差で前半を終了。

第３ピリオド、後半建て直しを図るチャイニーズ・タイペイは積極的な攻撃を見せる。日本は
#5岡本らのスピードある攻撃で追随を許さず､日本６７－３７の３０点差をつけて最終ピリオ
ドへ。

第４ピリオド、日本は#11演口のドライブシュートで始まり、縄間宮のインサイドプレイで加

点し、更にリードを広げる。チャイニーズ・タイペイはなす術無く後退。結果的に日本が９０

－５３で快勝し、決勝進出とＵ－１９世界選手権の出場権をこの時点で獲得した。

決勝

１１月９日（日）

日本９０－８７中国

日本は初優勝をかけて、今大会６連覇中の中国と対戦。序盤は一進一退の展開。

に１３点のビハインドを負ったが、後半開始早々に一気に追いついて一時は逆転、

４

前半は中国

終盤の競り



合いをも制して勝利し、今大会の初優勝を飾った。

第１ピリオド、開始から一進一退の展開が続き両者譲らず、しかし終盤中国が足を絡めた速い

攻撃を見せ、２１－２４と中国３点リードで終わる。

第２ピリオド、このピリオドに入っても形勢は変わらず、重い展開が続く。中国はボールへの

激しい執着心を見せてそこからシュートチャンスを生み出し、リードを広げる。日本は中国に

主導権を握られて３８－５１と１３点のビハインドで前半を終了。

第３ピリオド､追う展開となった日本は出だしから渡嘉敷が奮起､＃5岡本のドライブインも含

め、開始３分半で１点差まで詰め寄りその後逆転した。中国も冷静にシュートを決めて対抗し

ようとするが、流れをつかんだ日本が#１０元山の３Ｐシュートで形勢を逆転し、日本が６９－

６１の８点リードで最終ピリオドへ。

第４ピリオド、第３ピリオドの流れとはうって変わり、日本は中国に４連続得点されてリード

を失う。その後は点の取り合いで時間が過ぎていく。残り３２秒で同点から日本は#１５渡嘉敷

がドライブインして２点リードする。その後の中国の攻撃をしのいだ日本は#１０元山がダメ押

しのフリースローを決めて３点差で逃げ切った。

この結果日本は、アジアにおいてこの大会で６連続優勝の中国を破り、全勝して初優勝とい

う素晴らしい結果を残すと共に、２００９年７月にタイで開催される「第８回ＦＩＢＡＵ－

１９女子バスケットボール世界選手権大会」の出場権を獲得、アジア地区１位での出場となっ

た。

４年後のオリンピック出場を考えるとき、現在のＵ－１８の選手たちが中心となることはほ

ぼ間違いないだろう。アクシデントに会わないようしっかりと強化して、次の大会に臨んで欲

しいものである。バスケットボール界で久しぶりの明るい話題を提供することができ、頑張っ

た選手やスタッフに感謝したい。

[レベルＩ最終順位］

優勝

第２位

第３位

第４位

第５位

第６位

日本

中国

韓国

チャイニーズタイペイ

マレーシア

インド
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